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1はじめに












違い（直壁形は遅くとも 17 世紀後半、扇形は 18 世紀
後半）により、モデルとなった窯構造の違いによるも






































































（1)A 類（表 1ー 1～ 7)
A 類は 7 例あり、うち近代の事例が 2 例ある。脇
本窯跡は阿久根市脇本に所在し、磁器を焼成した（図






物原も確認されていない [ 池水 1978]。出土遺物はご










えられる [ 渡辺 2007・2014]。
　平佐焼現窯跡は天井部を残す焼成室が 2 室残ってお
No. 窯跡名 所在地 年代 焼成室数 全長 製品 製品口 物原 地形改変 分類
1 脇本窯跡 阿久根市脇本 1770 年代　 4 室 約 20 ｍ 磁器 左 A
2 平佐焼大窯跡 薩摩川内市天辰 18c 末～明治初 12 室 46.3 ｍ 磁器 左 左 奥・右 A
3 平佐現窯跡 薩摩川内市天辰 近代 残 2 室（5 室か） 磁器 左 奥・右 A
4 竪野冷水窯跡 鹿児島市冷水町 19c 初頭閉窯か 7 室 14.48 ｍ 陶器 右 左右    
2 ヶ所
A
5 山元窯跡 加治木町反土 17 世紀後半 7 室 陶器 右 A
6 龍門司古窯跡 加治木町小山田 1718 ～ 1953 年 8 室 (11 室） 約 20 ｍ 陶器 右 右 A
7 鰻窯跡 指宿市山川鰻 近代（明治末） 3 室 残 6.64 ｍ 陶器 右 A
8 平佐焼新窯跡 薩摩川内市天辰 19c 中頃　 4 室 19m 磁器 左 左 B
9 平佐焼北郷窯跡 薩摩川内市天辰 1770 年代～ 18c 末 3 室 約 13 ｍ 磁器 左 奥 C
10 御定式窯跡 日置市美山 18 ～ 19c か 陶器・磁器 右か 右 C
11 南京皿山 2 号窯跡 日置市美山 1846 年 ～ 明 治 初
（1852 増設）
5 ～ 6 室→ 11 ～
12 室
25 ｍ以上 磁器 左か 奥 C
12 南京皿山 1 号窯跡 日置市美山 1850 年～明治初　 7 室 14 間    　
（約 25 ｍ）
磁器 左か 奥 奥・右 C
13 磯窯（『薩州鹿児
島見取絵図』）
鹿児島市磯 安 政 年 間（1854 ～
60）～？












































は陶器である [ 関編 1995]。
　山元窯閉窯後、陶工たちは同市小山田に移り龍門司
窯を開窯する。同地に残る龍門司古窯跡は、全長約







した [ 関他編 2018]。
鰻窯跡は指宿市山川鰻に所在する。燃焼室＋ 3 焼
成室の直壁形連房式登窯で、残長 6.64 ｍを測る（図






操業を終えたと推測される [ 渡辺 2017、渡辺・石田
2017・2018]。
（2)B 類（表 1－ 8）
　B 類には平佐焼新窯跡がある。1999 年に発掘調査





確認されている。操業は 19 世紀中頃と推定される [ 前
編 2006]。






































により、1 号窯跡は燃焼室＋ 7 焼成室、2 号窯跡は焼


























[ 田澤・小山 1941]。また安政 4 年に集成館を訪れた
佐賀藩士の見聞を元に描かれた『薩州鹿児島見取絵図』
にも連房式登窯が描かれている（図 4-4）。その焼成










































































































































2) 宇都窯跡ではⅠ期とⅡ期の 2 種類の窯構造が確認され
ている。Ⅱ期は小型の単室登窯であるが、Ⅰ期はロスト
ルのような畦状遺構を作る。全体形、技術系統などは不
明である [ 深野編 2004]。
3) ただし小型の単室登窯である宇都窯Ⅱ期では茶入など
の茶道具を焼成した [ 深野編 2004]。
4) 扇形連房式登窯は肥前系であるが、直接の由来は肥後
天草地方であった可能性もある [ 渡辺 2013]。
5) 明治初頭の苗代川の窯を描いた『高麗伝薩摩焼陶器製
造図』（図 4-6）では「木口門」と呼ばれている [ 小野
1932]。
6) このほか発掘調査されているが、製品口の設置位置が不
明な連房式登窯として弥勒窯跡がある [ 関編 2001]。ま


























































































図 2　１：池水 1978、２：渡辺 2007、３：前編 2006、４：
渡辺 2007、５：渡辺・金田 2012
図 3　１：戸崎他編 1978、２：関編 1995、３：関他編　
2018
図 4　１～３：渡辺撮影、４：武雄市教育委員会蔵、５：
鹿児島県史料刊行会編 2003、６：小野 1932
表 1　渡辺作成
